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明
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‐
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順
Ⅱ
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咄
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０
１
ｌ
Ｌ
Ｊ
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Ｌ
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‐
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
．
‐
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｆ
１
Ｊ
柵
４
叩
叩
川
ｊ
、
１

〃

し

｜

Ｆ
◇
主
催
金
木
町
体
竃
協
会

◇
痩
握
全
一
小
町

◇
大
会
日
理
第
一
日
九
月
↑
干
三
一

塑
恥
渦
亜
蔬
恥
盤
瓢
一

い
郷
土
の
歴
史
と
観
光

簿
建
議
溌
野雲

億
豊
県
畜
意
、
無
の

謬
鯉
蕊
謂
謹

罵
了
し
た
．
一

牽
窪
韻
扉
輔
争
議
睾

叩
ｖ
出
鉈
詣
茸
Ｄ
ね
鈴
湖
諏
』
‐
凸
品
詔
詔
。
‘
恥
鈴
能
貼
．
３
品
諾
詣
今
．
銘
詔
淵
》
・
‘
・
鵲
暁
函

参
加
チ
ー
ム
は
十
四
、
五
か

－－一一一二二
一

霧§溌溌蕊:蕊鍵

麗
奇
争
晶
館
詑
弾

銭
一
時
よ
り
、
第
三
日
九
月
二
十

五
日
（
日
）
午
前
九
時
よ
り
。

た
だ
し
雨
天
の
場
合
は
別
に
定
め
る

◇
由
込
期
日
お
よ
び
堀
所
九
月
十
八

日
（
日
）
正
午
ま
で

職
た
だ
し
こ
の
日
は
体
協
主
脆
の
西
北
一

五
推
せ
ん
野
球
大
会
郊
崖
野
ど
コ
ツ
一

徹
で
開
か
れ
て
ハ
、
ろ
の
で
、
顕
込
み

チ
ー
ム
の
主
将
は
琶
野
グ
ラ
ン
ド
に

正
午
ま
で
選
手
名
簿
（
十
三
名
以

胤 〒●･拭寸凸口奉
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約念

李駕
、は
観、
部町
落の
の中

織
らら
約北
三束

の欲

然
諾侭
でし
､●､

こ榛
の一高
地四
万○
と’
し八
て○
は燭

浄
、，
〃

蕊
昭
和
二
十
五
年
に
入
植
し
た
川
倉
開
拓
地
は
、
現
在
ま
で
満
十
年
間
、
無
砺
灯
の
不
便
な
生
活
を
続
け
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Ｏ
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●
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凸
Ｄ
◆
甲
。
や
由
Ｃ
Ｄ
Ｕ
■
■
巳
。
Ｄ
ｑ
ｑ
Ｄ
①
口
■
ｇ
■
凸
ａ
ａ
ｏ

て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
県
墾
補
助
が
き
ま
り
、
十
月
中
に
は
砺
灯
が
つ
く
こ
と
に
な
り
、
部
落
民
の
表
情

■
巳
。
■
ｂ
●
●
■
■
８
勺
■
■
■
Ｑ
■
■
■
■
巳
■
む
ゅ
■
●
■
■
争
ｂ
◆
■
■
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
巳
■
■
０
●
■
ｑ
今
■
■
“
■
５
０
●
■
●
■
や
■
甲
■
旬
■
■
■
５
。
●
巳
●
■
■
凸
●
ｅ
■
●
■
●
■
●
。
■
■
Ｂ
■
叩
巳
①
■
■
■
令
■
Ｂ
ｇ
ａ
●
■
■
■
。
■
●
●
■
■
七
．
凸
■
■
凸
Ｇ
■
ｂ
■
■
■
●
ｇ
ｅ
■
■
巳

は
明
る
い
。

､

．
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。
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。
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６
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。
■
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屯
も
‐
伊
。
・
・
・
ロ
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ロ
マ
晶
剖
謡
普
■
汎
呼

内
）
鞍
持
参
し
、
築
合
の
う
え
組
合

，
わ
せ
の
抽
せ
ん
を
行
な
う
。
‐

◇
参
加
料
一
チ
ー
ム
二
百
円

九
月
十
八
日
抽
せ
ん
時
に
納
め
る

現
在
ま
で
の
参
加
予
定
チ
ー
ム

金
木
町
役
濁
、
金
木
営
杯
署
、
金
木

警
察
湯
、
金
木
病
院
弘
大
金
木
挫
一

蠣
螺
識
函
縣
鰡
工
金
一

餉
回
ま
で
の
優
勝
チ
ー
ム
次
の
通
“
一
つ

館
一
回
（
副
年
）
弘
大
農
場
チ
ー
ム
．

節
二
回
（
詑
年
〉
金
木
藩
察
鴎
〃
一

露
三
回
へ
詔
年
）
金
木
町
役
場
、
〃
一

第
四
回
（
弘
年
）
金
木
商
工
会
Ｂ
〃
一

（
註
Ｉ
昨
年
第
四
回
ま
で
は
こ
の
大
会
一

を
町
内
職
遍
野
球
大
会
と
称
し
た
）
’

刀

〃、

’
比
較
的
に
め
ぐ
ま
れ
た
条
件
下
に
お
か

れ
て
い
る
蝿
拓
地
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
他
の
開
拓
地
に
よ
く
み
ら

"""…う"‘〃""〃"Z""〃‘"

：
一
二
一
二
一
一
二
二
一
二
一
二
一
一
二
一
二
二
一
二
一
二
一
一
一
二
二
一
二
一
二
二
二
二
一
二
三
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
一
二
一
二
一
二
一
一
二
二
一
二
一
二
一
二
一
一
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
二
言
ニ
ニ
ニ
一
一
二
二
一
二
垂
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
｝
二
一
二
一
二
一
一
二
一
二
一
二
一
一
二
一
三
一
二

Ｉ 【
写
愛
１
丘
陸
地
帝
に
あ
る
ヒ
ッ
ソ

リ
と
し
た
川
倉
開
拓
地
も
函
灯
つ
く

の
報
に
明
る
い
表
摘
］
。

受
こ
と
し
の
夏
ま
つ
り
は
、
ナ
ニ
カ
ニ
と
規
模
が
大
き
か
っ
た
。
受

一
八
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
だ
が
、
・
琴

臺
、
そ
の
状
況
を
写
真
で
い
ま
一
度
．
…
…
。
受

立
派
だ
っ
た
少
年
武
者
る
が
、
始
め
か
ら
終
り
ま
で
キ
チ
ン

武
者
行
列
か
ら
一
人
だ
け
ピ
ッ
ク
ア
と
し
だ
妾
勢
で
絶
対
ぐ
ず
さ
な
い
。

ツ
プ
し
て
み
て
、
こ
の
サ
ム
ラ
イ
が
他
の
武
士
は
智
士
だ
が
こ
の
侍
に
は

一
番
勇
ま
し
か
っ
た
。
．
カ
プ
ト
で
な
カ
ナ
ワ
ナ
イ
。
年
は
？
ナ
ン
ト
満
で

く
エ
ボ
ー
シ
み
た
い
な
の
が
気
に
な
十
歳
と
は
…
・
・
・
・
。

新
商
工
会
法
に
よ
る
金
木

町
商
工
会
の
創
立
総
会
は

去
る
八
月
二
十
九
日
午
後

一
時
か
ら
金
木
町
第
二
保

育
所
で
開
か
れ
た
。 Ｉ

古
■
■
■
■
■
■
■

’

議
長
と
な
っ
て
、
新
商
工
会
の
定
歓
を
《
新
商
工
会
の
本
年
度
事
業
計
画
（
九
月

制
定
、
会
長
、
副
会
長
、
理
薯
建
事
一
以
降
）
に
よ
れ
ば
、
琴
算
八
十
五
万
五

当
日
は
ま
ず
発
起
人
総
代
大
楯
忠
雄
氏
な
ど
の
役
員
を
選
任
、
次
い
で
事
業
讃

が
あ
い
さ
つ
、
来
賓
代
表
津
島
町
長
の
画
収
支
予
算
を
審
議
、
原
案
ど
お
り
可

祝
辞
の
あ
っ
た
あ
と
、
大
橋
忠
雄
氏
が
』
決
し
午
後
四
時
四
十
分
閉
会
し
た
。

れ
る
脆
落
者
は
な
く
、
入
械
当
時
の
十

五
戸
そ
の
ま
ま
が
、
日
夜
営
展
に
は
げ

み
、
津
嘔
北
郡
開
拓
地
の
ト
ッ
プ
グ
ル

ー
プ
に
あ
り
、
部
落
民
の
生
活
は
壁
か

だ
。

だ
が
趣
灯
の
な
い
の
が
大
き
な
悩
み
で

数
年
前
か
ら
町
当
局
を
通
じ
て
、
遮
気

〃
、

邪
魔
な
お
冒
さ
ん

キ
レ
イ
に
糠
飾
っ
た
稚
児
さ
ん
の
行

列
だ
。

人
垣
を
わ
け
、
首
だ
け
出
し
て
見
よ

う
と
し
た
が
、
邪
魔
者
が
稚
児
さ
ん

の
横
に
ピ
ッ
タ
リ
つ
い
て
い
る
の
で

ナ
カ
ナ
カ
私
の
視
界
に
入
っ
て
こ
な

い
。
『
そ
こ
隙
カ
ン
か
″
』
と
ド
ナ

ロ
ウ
と
し
た
が
、
お
母
さ
ん
だ
っ
た

か
ら
ヤ
メ
に
し
た
。 副

会

名
士
の
大
名
ズ
ラ
リ

『
こ
う
し
て
大
名
衣
裳
を
雷
て
み
た

の
だ
が
、
い
っ
た
い
私
は
何
万
石
の

大
名
雛
か
な
？
・
ど
つ
せ
大
名
に
な

る
な
ら
一
万
や
二
万
石
で
は
面
白
く

な
い
し
…
…
・
』
と
は
、
仕
度
し
な
が

ら
の
諸
大
名
様
。
誰
で
す
か
つ
て
？

右
か
ら
町
長
さ
ん
‐
議
圧
さ
ん
、
団

畏
さ
ん
、
左
端
は
金
木
の
浅
沼
さ
ん

Ｉ
ご
免
。
（
金
木
は
現
在
約
四
万
石
）

’
千
円
で
卒
業
を
行
な
き
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

○
会
艮
の
埴
加

新
商
工
会
屋
は
二
百
二
十
七
名
で
あ

る
が
、
設
立
趣
旨
の
徹
底
を
は
か
り

十
一
月
末
日
ま
で
に
は
、
町
内
商
工

業
者
四
百
十
七
名
の
八
劃
」
三
百
三

十
五
名
の
加
入
埴
に
つ
と
め
る
。

○
経
営
の
改
善

町
内
商
工
業
の
内
容
の
分
析
診
断
す

る
と
と
も
に
経
営
の
改
善
損
導
垂
行

九
月
十
七
日
に
公
会
堂
で

金
木
町
体
育
協
会
で
は
来
る
九
月
十
七

日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
公
会
堂
で
、

第
一
回
町
民
柔
迩
大
会
を
剛
く
。

参
加
料
な
し
で
、
種
目
は
次
の
と
お
り

◇
函
体
載
Ⅱ
一
チ
ー
ム
三
名
（
う
ち
有

段
者
一
名
）

◇
腫
人
職
Ｉ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

①
有
段
老
の
部
②
無
段
老
の
部
③
中

学
生
の
部

話
Ｉ
奨
年
の
希
認
が
叶
い
、
十
月
に
は

趣
灯
が
つ
く
こ
と
に
な
り
、
こ
ん
な

嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま

私
た
ち
の
部
落
で
は
、
こ
の
遮
気
導

入
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、
展
梨
の
共
同
経

営
化
に
ふ
み
切
ろ
う
と
、
み
ん
な
真

剣
に
考
え
て
い
る
が
、
な
ん
と
い
っ

て
も
町
当
局
の
ご
厚
意
と
賊
係
老
一

同
の
熱
意
の
賜
で
す
。

一
町
民
柔
道
大
会

｜’

’

唄
の
つ
か
ぬ
奴
踊
り
‐

『
コ
リ
ャ
大
し
た
も
ん
だ
。
い
つ
の

間
に
嘉
瀬
の
ヤ
ッ
コ
さ
ん
こ
ん
な
踊

り
を
堂
え
た
の
か
ナ
．
…
・
・
・
』
と
は
、

ハ
キ
ハ
キ
し
た
動
作
に
眼
を
ミ
ハ
ル

町
の
人
均
の
奮
い
草
。

だ
が
そ
の
あ
と
『
こ
の
奴
踊
り
．
唄

が
つ
か
ネ
ェ
筥
蓉
一
』
う
だ
。
そ
れ

も
そ
の
ハ
ズ
、
黒
石
か
ら
来
た
奴
コ

さ
ん
で
す
も
の
・
…
・
・
・
。

赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
テ
ス
ト

９
月
お
日
役
塩
会
謹
室
で

◇
案
施
日
時
Ⅱ
九
月
一
』
十
六
日
（
月
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

◇
堪
所
Ｉ
金
不
町
役
場
二
階
会
醸
室

◇
願
募
査
洛
１
昭
和
三
十
四
年
九
月
一

日
か
ら
同
三
十
五
年
二
月
十
九
日
圭

，
で
に
生
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
。

う
（
辮
函
二
皿
、
識
習
一
回
、
個
別

揖
導
月
十
五
件
）

○
金
融
対
策
、

県
維
燗
保
諦
協
会
を
通
じ
、
年
間
四

千
万
円
融
変
の
ワ
ク
を
獲
得
す
る
。

○
襲
索
の
埴
加

旧
正
大
売
出
し
を
嘉
瀬
、
喜
座
市
と

合
同
で
実
施
す
る
。

○
観
光
車
業
／

芦
野
公
画
の
突
化
、
施
設
の
完
伽
を

は
か
る
ほ
か
、
当
地
方
の
観
光
蜜
醸

の
開
発
宜
伝
に
つ
と
め
る
。

新
商
工
会
の
役
屋
次
の
と
お
り

会
艮
大
Ｉ
侭
忠
雄
爪

副
会
曇
Ｉ
安
田
光
男
、
沢
田
悦
造

理
畢
Ｉ
長
内
良
太
郎
、
高
橋
元
弥
、

成
田
満
明
、
松
山
正
治
、
小
杉
賊
一

郎
、
佐
藤
昇
一
、
伊
藤
酸
市
、
角
田

良
逸
、
憂
尾
多
市
、
大
川
助
一
、
新

岡
正
海
、
伊
藤
正
美
、
新
岡
年
一
、

大
抵
得
司
、
中
谷
定
雄
、
吉
崎
輝
夫

吉
崎
吉
光
．
土
岐
保
正
、
商
杉
笠
光

桑
田
信
吾

艶
事
Ｉ
木
村
余
作
、
西
村
啓
次
郎

’ ｜｜’

悪識|鴬
沢、町爾｜
部寺、新｜
町朝町
、日、
新町山
寓迩
町町

．’、

浦 昭
町和
、町
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I 九
相
八
日
一
羅
恥

爽
施
期
日
－
１
１

鎧
一

十
四
日
一
寓
良
市

６
－

口
各
部
落
に
は
係
琶
が
喧
接
行
っ
て
謡
戸
に
注
射
し
ま
ず
。

料
金
は
次
の
と
お
り
。

大
人
一
五
○
円
、
中
人
一
○
○
円
・
小
人
五
○
円

九
月卜
七
一
一

－『，

ノb

j-j

鑿
十
五
日

９
月
解
日
か
ら
豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射

ヶfff壼晶
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十
六
日

；

灘 騨黙蕊
(鯆鰯鰯在の）
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Ｉ
病
十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳
未
満
の
男
子

Ｉ
町
役
場
ま
た
は
園
獅
隊
青
森
地
方
迎
鐇
部
遥
十
月
十
脚

受
付
け
て
い
ま
す
。

Ｉ
昭
和
三
十
六
年
一
月
ま
た
娃
三
月

し
い
》
産
は
町
役
娼
縄
務
課
へ
お
間
合
せ
く
だ
き
い
・

は
只
今
二
等
陸
・
海
空
士
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